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□
永
平
寺
だ
よ
り 

 

永
平
寺
の
機
関
誌
「
傘
松
」
に
二
男

秀
孝
の
随
筆
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

（
乗
雲
一
ペ
ー
ジ
に
転
載
） 

 

現
在
も
監
行
（
か
ん
な
ん
）
の
任
務

で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
殿
行
（
で
ん
な
ん
・

法
要
係
）
に
配
役
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
同
年
（
平
成
十
九
年
）
入
門
の

修
行
者
（
当
時
百
名
）
は
三
十
名
ほ
ど

に
減
り
ま
し
た
。
九
月
末
の
永
平
寺
参

拝
時
に
は
法
要
係
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
再
会
が
楽
し
み
で
す
。  

□
小
野
組
貸
地
を
駐
車
場
及
び
墓

地
に
し
ま
す
。 

        

境
内
駐
車
場
続
き
に
あ
る
小
野
組
貸

地
の
一
部
が
返
還
に
な
り
、
六
月
大
般

若
法
要
ま
で
に
整
備
さ
れ
駐
車
場
及
び

墓
地
と
な
り
ま
す
。
近
年
、
車
社
会
に

な
り
ほ
と
ん
ど
車
で
お
参
り
で
す
。
こ

れ
で
お
盆
、
お
彼
岸
の
駐
車
も
何
と
か

間
に
合
い
そ
う
で
す
。 

梅
花
だ
よ
り 

      

当
寺
練
習
会 

六
月
十
六
日
（火
）午
後
一
時
〜 

 

教
区
特
派
講
習
会 

 
 

六
月
十
日
（水
）於
増
慶
院 

 
 

午
前
九
時
〜
午
後
三
時 

 
 

特
派
師
範
に
よ
る
講
習
会 

 
 

教
区
内
梅
花
講
参
加 

当
寺
大
般
若
奉
詠 

 

六
月
二
十
日
午
前
十
時
〜 

胎
内
市
戦
没
者
慰
霊
祭
奉
詠 

 

六
月
二
六
日
午
前
十
一
時
〜 

 

胎
内
市
産
業
文
化
会
館 

 

広
厳
寺
梅
花
講
・長
谷
寺
梅
花
講 

 

 

宗
務
所
主
催
梅
花
流
奉
詠
大
会 

 

期
日 

十
月
二
十
三
日 

 
 

会
場 

村
上
市 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

 
 

参
加 

下
越
地
区
梅
花
講
員 

 

＊
梅
花
流
詠
讃
歌
（御
詠
歌
）を
始
め
ま

せ
ん
か
！
お
釈
迦
さ
ま
・道
元
さ
ま
・瑩

山
さ
ま
を
讃
え
、
ご
先
祖
様
を
敬
う
こ

こ
ろ
を
唱
え
ま
す
。 

お墓のクリーニング屋 鉄人社 ℡０８０－６７４２―３２０２ 料金 9.000円～ 

『自然にもお墓にもやさしいエコクリーニング法！』代表 宗村 篤 胎内市村松浜 1119 

●こども禅のつどい開催案内（第４３回） 

期日 平成２１年７月２９～３０日（１泊２日） 

会場 胎内市山屋 永徳寺 

日程 ２９日９時半受付～ 

３０日１３時半解散 

会費 ２，５００円 

対象 小学生６０名 

内容 坐禅、読経、写経、法話、レクリエーション他 

主催 第１７教区寺院  

 

▼
稚
児
行
列
で
華
や
か
に 

胎
内
市
仏
教
連
合
会
（
会
長
神
田
英

俊
）主
催
の
今
年
度
花
ま
つ
り
は
四
月
二

九
日
胎
内
市
笹
口
浜
、宝
持
院
様
（加
藤

宗
俊
住
職
）を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、
稚

児
た
ち
が
甘
茶
を
か
け
た
り
、
「
白
い

像
」
と
と
も
に
集
落
を
練
り
歩
い
て
お

釈
迦
さ
ま
の
誕
生
日
を
祝
福
し
た
。 

花
ま
つ
り
は
釈
迦
の
誕
生
を
祝
い
、釈

迦
の
智
慧
と
慈
悲
を
信
じ
て
い
く
こ
と

を
誓
い
、
子
ど
も
の
成
長
を
祈
る
日
、
毎

年
同
会
の
曹
洞
宗
、
真
言
宗
、
浄
土
真
宗

寺
院
が
一
同
に
会
し
て
法
要
を
営
ん
で

い
る
。 

 

 

ブロック塀の外側が 

新駐車場になります。 


